
資料５-４

館山市への愛着について ●概要　◆修正点 前回調査

問１ まちへの愛着・魅力 ●まちへの愛着 ○

問２

【郷土の誇り・宝】

１．場所・風景

２．お土産・食べ物

３．イベント・行事

４．歴史・文化・芸術

５．著名人

６．趣味・スポーツ

７．大切な宝

●地域資源を掘り起こす

　　⇒　観光PR

●市民が誇りに思う市の地域資源を把握する

　　⇒　シビックプライド

○

問３ 10年後のイメージ
●将来都市像を導くために市民の考えを把握する

　※前々回は、将来イメージとして“ふさわしい言葉”を調査した
▲

館山市全体について ●概要　◆修正点 前回調査

問４ 住みやすい点・住みにくい点 ○

問５ 住みやすさ ○

問６ 住み続けたいか ●転出希望者の割合と動態を把握（定住意向） ○

問７
まちづくりの満足度・重要度

【施策の評価（36施策）】

※第４次総合計画の基本施策ごとの満足度・重要度

●重要度と満足度から、施策の優先順位を分析

●市民の満足度・重要度と市の達成度の違いを把握を分析

○

日常生活・移動手段について ●概要　◆修正点 前回調査

問８
日常生活（日常行動・施設利用）におけ

る現状と理想像

●回答者属性とのクロス集計により、居住地域別の行動把握(現状)

と施設ニーズ(理想)を調査する。

→まちづくりにおける「生活環境の拠点配置」「拠点間の交通ネッ

トワーク」の参考

―

問９ 10年後の日常生活における移動手段

●回答者属性とのクロス集計により、将来の日常生活全般における

居住地域別の移動手段の必要性と年代別の認識度を調査する。

→まちづくりにおける「交通ネットワーク施策全般」の参考

―

館山市の少子高齢化対策について ●概要　◆修正点 前回調査

問10 若い世代の定住に必要な施策 ●定住促進に必要な施策を把握 ○

問11 出産・子育て支援に重要な施策 ●子育て支援に必要な施策を把握 ○

問12
高齢期の生活不安

　⇒不安の理由
○

問13 高齢者に対する重要な施策 ○

協働のまちづくり ●概要　◆修正点 前回調査

問14 協働のまちづくりに係る重要な施策 ●協働に係る施策の優先順位を分析 ―

問15 まちづくり活動の参加状況と参加希望 ●協働のまちづくり活動の現状と意向を分析 ―

問16 地域による協働のまちづくり ●地域（市民）による協働の施策の優先順位を分析 ―

市民アンケート設問項目と設問の趣旨・狙い

●前回調査との経年変化を把握する

●定住者の満足度を分析

●高齢者福祉で必要な施策を把握



資料５-４市民アンケート設問項目と設問の趣旨・狙い

防災について ●概要　◆修正点 前回調査

問17 災害に強いまちづくりへの施策 ▲

問18 災害時に地域活動において一翼を担う組織 ○

問19 災害に備えた自分・家族の平時からの対策 ○

問20
災害時における自助・共助・公助の

重要度と関わり方
▲

あなた自身について ●概要　◆修正点 前回調査

※クロス集計に必要（性別・年齢・地区ほか）

●世帯の状況、転入者の考え方の違いを分析

●同居家族　⇒子育て支援（小学生以下）、介護（75歳以上）

●通学・通勤者の動向（エリア・交通手段）を把握　⇒　公共交通

●転入理由・転入元　⇒　移住者
○

その他 ●概要　◆修正点

●自由記述 ○市への意見・要望，地域活性化のアイデア

●防災施策の基礎資料（今後力を入れる事業）

●防災についての基本的な意識や日常とっている対策を把握

●初動対応（災害直後の行動）

●自助・共助の設問が多め（自助・共助による減災の重要性）

　　⇒地域差を見たい

●担当課の意向を踏まえ、選択肢を前回調査から変更

【属性】

①性別

②年齢

③家族構成（同居家族）

④職業（通勤・通学先）

⑤居住地区

⑥居住状況

⑦居住年数

⑧転入理由

⑨以前に住んでいた地域


